
 
                                                     

 

 

 

 

 

 

「 心
こころ

の計
けい

算
さん

」割
わ

り算
ざん

（いたわる）を 考
かんが

える（１０月
がつ

までを振
ふ

り返
かえ

って） 

 学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

に日
にち

常
じょう

が戻
もど

りつつあります。この２日
ふつか

には参
さん

観
かん

いただく時
じ

間
かん

の制限
せいげん

はあったものの、お

一人
ひとり

のお子
こ

様
さま

に二人
ふたり

までの同
どう

居
きょ

家
か

族
ぞく

の参
さん

観
かん

という 形
かたち

での学
がっ

校
こう

公
こう

開
かい

が 行
おこな

えました。やはり、子
こ

ども

たちはとっても嬉
うれ

しそうでした。特
とく

に低
てい

学
がく

年
ねん

のお子
こ

様
さま

は、とても張
は

り切
き

っている子
こ

から 逆
ぎゃく

に意
い

識
しき

し

すぎていつもの様
よう

子
す

を見
み

ていただけなかったという子
こ

までいたようです。 

 日
にち

常
じょう

の生
せい

活
かつ

が戻
もど

りつつある中
なか

、学
がく

習
しゅう

も学
がく

年
ねん

・学
がっ

校
こう

行
ぎょう

事
じ

も進
すす

めることができるようになり、前
ぜん

号
ごう

にあったように新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

予
よ

防
ぼう

には取
と

り組
く

みつつも新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

予
よ

防
ぼう

の方
ほう

法
ほう

を見
み

直
なお

したり、共
きょう

有
ゆう

物
ぶつ

の使
し

用
よう

制
せい

限
げん

を解
かい

除
じょ

したりできるようになってきました。６年
ねん

生
せい

は金
きん

曜
よう

日
び

に奈
な

良
ら

へ社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

に行
い

くこともできました。子
こ

どもたちの活
かつ

動
どう

も活
かっ

発
ぱつ

になりつつあります。 

そんな中
なか

、２ 週
しゅう

連
れん

続
ぞく

（２３日
にち

・ ２ ４
にじゅうよっ

日
か

と３０日
にち

・

３１日
にち

）で２年
ねん

生
せい

の植
うえ

木
き

鉢
ばち

が割
わ

れ、プランターも割
わ

れて

いました。何
なに

か固
かた

いものが当
あ

たったような割
わ

れ方
かた

でした。

２ 週
しゅう

連
れん

続
ぞく

で金
きん

曜
よう

日
び

の帰
かえ

りには割
わ

れていなくて、月
げつ

曜
よう

日
び

の朝
あさ

割
わ

れているのが見
み

つかっています。「 心
こころ

の計
けい

算
さん

」

に「いたわる」という割
わ

り算
ざん

に例
たと

えた目
もく

標
ひょう

があります。

これは自
じ

分
ぶん

より小
ちい

さい子
こ

だけに優
やさ

しく接
せっ

することを言
い

っているのではありません。自
じ

分
ぶん

も含
ふく

めて、人
ひと

を大
たい

切
せつ

に

する、接
せっ

する時
とき

に「いたわる」 心
こころ

が使
つか

えるようになって欲
ほ

しいと願
ねが

っています。２年
ねん

生
せい

の子
こ

が毎
まい

日
にち

水
みず

やりをしています。そんな２年
ねん

生
せい

の子
こ

の気
き

持
も

ちを 考
かんが

えることができるなら、また、失
しっ

敗
ぱい

した時
とき

は

「自
じ

分
ぶん

です。」ときちんと 話
はなし

をすることで自
じ

分
ぶん

の行
こう

動
どう

に責
せき

任
にん

を持
も

つことができるなら、それが自
じ

分
ぶん

を

大
たい

切
せつ

にすること＝自
じ

分
ぶん

も含
ふく

めて「いたわる」 心
こころ

づかいができることになると、 私
わたし

は思
おも

っています。 

先
せん

週
しゅう

の 祝
しゅく

日
じつ

の日
ひ

に浜
はま

田
だ

公
こう

園
えん

の縁
えん

石
せき

に添
そ

って、今年
ことし

も花
か

壇
だん

を作
つく

りました。昨
さく

年
ねん

は平
へい

気
き

で苗
なえ

を踏
ふ

ま

れました。何
なん

度
ど

話
はなし

をしても、何
なん

度
ど

も踏
ふ

まれました。また、昇
しょう

降
こう

口
ぐち

の前
まえ

には、すでに冬
ふゆ

の花
はな

の苗
なえ

が植
う

えてあるのですが、すでに先
さき

のとがった物
もの

（おそらく傘
かさ

）で土
つち

に無
む

数
すう

の穴
あな

が開
あ

けられていたり、苗
なえ

ご

と踏
ふ

まれて苗
なえ

が折
お

られたりしています。毎
まい

日
にち

水
みず

やりをしてくれている委
い

員
いん

会
かい

の人
ひと

たちの気
き

持
も

ちを 考
かんが

えて欲
ほ

しいです。そして、こうしたことがあってもそこに花
か

壇
だん

を作
つく

っている理
り

由
ゆう

を 考
かんが

えて欲
ほ

しいです。 

 今
こん

年
ねん

度
ど

もあと５ヶ
か

月
げつ

となった今
いま

だからこそ、今年
ことし

みなさんと約束
やくそく

をした「 心
こころ

の計
けい

算
さん

」ができる人
ひと

に、みんなでなっていきましょう。はまだっこ全
ぜん

員
いん

がその気
き

に

なって欲
ほ

しいです。 
 

朝
あさ

のかけ足
あし

が始
はじ

まりました。（１１月
がつ

４日
よっか

） 

 １１月
がつ

４日
よっか

から朝
あさ

のかけ足
あし

が始
はじ

まりました。浜
はま

田
だ

公
こう

園
えん

も使
つか

って走
はし

るため、１０月
がつ

２９日
にち

には、放
ほう

課
か

後
ご

草
くさ

刈
か

りをするため

に浜
はま

田
だ

公
こう

園
えん

で遊
あそ

ぶことを遠
えん

慮
りょ

して欲
ほ

しいとお願
ねが

いをしたと
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令
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和
わ

３年
ねん

 １１月
がつ

８
よう

日
か

（月
げつ
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ころ、みなさんが 協
きょう

力
りょく

をしてくれました。翌
よく

週
しゅう

の１１月
がつ

１
つい

日
たち

、朝
あさ

の登
とう

校
こう

に立
た

っていると、「校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

、公
こう

園
えん

をきれい

にしてくれてありがとう。」と、お礼
れい

の気
き

持
も

ちを伝
つた

えてくれる

子
こ

がいました。 表
おもて

面
めん

に書
か

いたようなことが起
お

こっていただけ

に、その「相
あい

手
て

をいたわる」「声
こえ

をかける」気
き

持
も

ちから出
で

たで

あろうその「ありがとう」の言
こと

葉
ば

が本
ほん

当
とう

に 温
あたた

かく感
かん

じました。

校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

一人
ひとり

でやったのではなく、何
なん

人
にん

かの先
せん

生
せい

が「校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

、何
なに

か手
て

伝
つだ

えることはありませんか。」と声
こえ

をかけてくれたので、刈
か

ったり抜
ぬ

いたりした草
くさ

を集
あつ

めることを手
て

伝
つだ

ってもらいました。終
お

わった時
とき

はもう真
ま

っ暗
くら

でしたが何
なん

とかかけ足
あし

に間
ま

に合
あ

わすこと

ができました。みなさんが朝
あさ

のかけ足
あし

に、そして体
たい

育
いく

の持
じ

久
きゅう

走
そう

で自
じ

分
ぶん

の持
も

てる 力
ちから

を発
はっ

揮
き

してくれ

ることを楽
たの

しみにしています。 
 

１年
ねん

３組
くみ

国
こく

語
ご

公
こう

開
かい

授
じゅ

業
ぎょう

行
おこな

われる。（１１月
がつ

４日
よっか

） 

 １年
ねん

３組
くみ

の国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

を参
さん

観
かん

させてもらって

「聴
き

き合
あ

い、学
まな

び合
あ

う授
じゅ

業
ぎょう

づくり」についての学
まな

びを、進
すす

めさせてもらうことができました。また、

こうした時
とき

は、他
た

のクラスは自
じ

習
しゅう

になりますが、非
ひ

常
じょう

勤
きん

の先
せん

生
せい

方
がた

から聞
き

くと、みなさんが担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

から出
だ

された課
か

題
だい

にしっかり取
と

り組
く

んでいたと

報
ほう

告
こく

を受
う

けました。だから、先
せん

生
せい

方
がた

も安
あん

心
しん

して研
けん

修
しゅう

が進
すす

められます。ありがとうございます。 

 １年
ねん

生
せい

の授
じゅ

業
ぎょう

は、説
せつ

明
めい

文
ぶん

「いろいろなふね」

を 教
きょう

材
ざい

に 行
おこな

われました。指
し

導
どう

者
しゃ

臼
うす

井
い

先
せん

生
せい

は、この日
ひ

の公
こう

開
かい

授
じゅ

業
ぎょう

のため、何
なん

度
ど

も指
し

導
どう

案
あん

を練
ね

り直
なお

し、船
ふね

の「役
やく

目
め

・つくり・できること」を子
こ

どもたちが読
よ

み取
と

れるようにするにはどのような授
じゅ

業
ぎょう

展
てん

開
かい

や 教
きょう

材
ざい

との出
で

会
あ

いを作
つく

るとよいのかを 考
かんが

え抜
ぬ

いて、今日
きょう

の授
じゅ

業
ぎょう

に向
む

き合
あ

ってきました。本
ほん

時
じ

で

は、文
ぶん

の並
なら

び替
か

えと穴
あな

埋
う

めを使
つか

って、子
こ

どもたちの 興
きょう

味
み

関
かん

心
しん

を引
ひ

き出
だ

し、揺
ゆ

さぶりをかける切
き

り返
かえ

し

を駆
く

使
し

していました。この授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で一
いち

番
ばん

いいなあと思
おも

ったことは、子
こ

どもたちの意
い

見
けん

の多
おお

さでし

た。しかも、それが一
いち

問
もん

一
いっ

答
とう

ではなく、子
こ

どもたち同
どう

士
し

が意
い

見
けん

をつないでいて、１年
ねん

生
せい

なりに読
よ

み取
と

りに深
ふか

さを加
くわ

えていた点
てん

でした。また、発
はつ

言
げん

が一
いち

部
ぶ

の子
こ

に 偏
かたよ

らず、ほとんどの子
こ

が挙
きょ

手
しゅ

をして発
はつ

言
げん

をしていたこともよかったと思
おも

います。そして、指
し

導
どう

者
しゃ

がいいタイミングで、揺
ゆ

さぶりをかけるので、

子
こ

どもたちは「先
せん

生
せい

、それはおかしいよ。」「それはずるいよ。なぜかというと・・・。」と、指
し

導
どう

者
しゃ

の揺
ゆ

さぶりに喰
く

らいついてくる 姿
すがた

もありました。こうした授
じゅ

業
ぎょう

は、公
こう

開
かい

授
じゅ

業
ぎょう

だからできたのではなく、

臼
うす

井
い

先
せん

生
せい

と子
こ

どもたちが、今
いま

までに創
つく

り上
あ

げてきた授
じゅ

業
ぎょう

の 姿
すがた

だと思
おも

います。本
ほん

校
こう

研
けん

修
しゅう

の目
もく

的
てき

「聴
き

き合
あ

い・語
かた

り合
あ

う授
じゅ

業
ぎょう

づくり」が達
たっ

成
せい

されている 姿
すがた

を、１年
ねん

生
せい

の子
こ

どもたちが見
み

せてくれました。  

また、事
じ

後
ご

研
けん

修
しゅう

会
かい

では指
し

導
どう

課
か

課
か

付
つき

主
しゅ

幹
かん

の重
しげ

内
うち

先
せん

生
せい

から、「さらに高
たか

みを目
め

指
ざ

すために」と、「わ

かったつもり」を崩
くず

すための授
じゅ

業
ぎょう

づくりと指
し

導
どう

者
しゃ

の 働
はたら

きかけについてご助
じょ

言
げん

いただきました。指
し

導
どう

者
しゃ

が「授
じゅ

業
ぎょう

のゴール」をはっきりさせ、授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

でその 評
ひょう

価
か

基
き

準
じゅん

が子
こ

どもに見
み

えてくる授
じゅ

業
ぎょう

づ

くりが大
たい

切
せつ

であることをご指
し

導
どう

いただきました。 

１年
ねん

３組
くみ

の皆
みな

さん、これからもこの日
ひ

のようにみんなで学
まな

びに向
む

き合
あ

っていってください。みなさ

んと一
いっ

緒
しょ

に勉
べん

強
きょう

ができて、本当
ほんとう

によかったです。ありがとうございました。 


